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平
成
22
年
清
瀬
市
議
会
第
3
回

定
例
会
は
、
9
月
３
日
（
金
）
か

ら
９
月
30
日
（
木
）
ま
で
の
28
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度

清
瀬
市
一
般
会
計
決
算
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
医
療
、

下
水
道
事
業
、
駐
車
場
事
業
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
各

特
別
会
計
決
算
に
関
す
る
議
案
等

市
長
提
出
議
案
（
補
正
予
算
・
条

例
等
）
16
件
、議
員
提
出
議
案
（
条

例
・
意
見
書
）
11
件
、
市
民
の
皆

様
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
１
件
、

陳
情
７
件
を
審
議
し
、
４
件
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
清
瀬
市
一

般
会
計
決
算
及
び
各
特
別
会
計
決

算
に
関
す
る
議
案
は
、
開
会
中
の

決
算
特
別
委
員
会
及
び
所
管
の
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

審
査
さ
れ
第
３
回
定
例
会
の
最
終

日
に
、
委
員
長
の
審
査
報
告
を
受

け
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
平
成

21
年
度
決
算
は
い
ず
れ
も
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
等

の
審
議
結
果
は
12
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
21
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計

の
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
278
億

284
万
２
千
445
円
、
歳
出
決
算
額

270
億
１
千
330
万
６
千
738
円
で
、
決

算
残
額
７
億
８
千
953
万
５
千
707
円

の
う
ち
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額

９
千
623
万
８
千
円
を
除
く
、
６
億

９
千
329
万
７
千
707
円
が
翌
年
度
へ

の
実
質
繰
越
額
と
な
り
、
昨
年
度

に
比
べ
１
億
５
千
445
万

10
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
実
質
収
支
額
の
割
合
で
あ
る
実

質
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
５
・

０
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ

り
、
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
予
算
額
に

対
し
２
億
４
千
552
万
３
千
555
円
の

減
額
と
な
り
、
予
算
に
対
す
る
収

入
率
は
、
99
・
１
％
と
、
前
年
度

よ
り
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

　

平
成
22
年　

第
３
回
定
例
会

平
成
２１
年
度
の
決
算
を
認
定

【き よ せ 市 民 ま つ り ２０１０】

い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
の
決
算
額

は
予
算
額
に
対
し
て
96
・
３
％
の

支
出
率
と
な
り
、前
年
度
よ
り
３
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　市議会の会議録は市の
ホームページでご覧いただ
けます。   
　市議会はいつでも傍聴で
きます。
　市議会についてのお問い
合わせは議会事務局へ
電話　０４２　４９２　５１１１

　内線４３２



(2)平成 22 年 11 月 15 日きよせ市議会だより

一
般
会
計
決
算
討
論
要
旨

平　成
21年度

賛
成
討
論　
　

清
瀬
自
民
ク
ラ
ブ

　

平
成
21
年
度
は
後
期
基
本
計
画

が
掲
げ
る
向
こ
う
７
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
年
で
あ
り
、

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
展

開
が
行
わ
れ
た
。
少
子
化
が
進
む

中
、
人
づ
く
り
に
向
け
予
防
型
子

育
て
支
援
策
「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー

派
遣
事
業
」
や
教
員
の
指
導
力
を

高
め
る
た
め
、「
清
瀬
教
師
塾
」
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
市
民
活
動
の

場
の
整
備
と
し
て
音
楽
ホ
ー
ル
機

能
を
充
実
さ
せ
た
「
清
瀬
市
民
セ

ン
タ
ー
」
の
再
整
備
事
業
の
ス
タ
ー

ト
、
さ
ら
に
は
、
清
瀬
の
特
性
を

活
か
し
た
「
台
田
の
杜
」
の
オ
ー

プ
ン
や
農
家
へ
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

整
備
事
業
等
都
市
農
業
の
振
興
に

努
め
た
。
一
方
、
歳
入
面
で
市
税

等
減
額
す
る
中
、
地
方
交
付
税
が

増
額
と
な
っ
た
が
、
地
方
債
の
増

加
が
人
口
減
少
社
会
の
中
で
不
安

も
残
る
。
し
か
し
、
第
４
次
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
市
財
政
運
営

に
対
し
て
も
期
待
で
き
る
と
判
断

し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　
　

日
本
共
産
党

　

小
泉
政
権
が
進
め
て
き
た
構
造

改
革
路
線
が
菅
政
権
に
も
引
き
継

が
れ
、
失
業
者
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
が
急
増
す
る
中
、
市
民
へ
の
生

活
支
援
策
が
不
十
分
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

政
府
は
、
地
域
主
権
の
名
で
、

本
来
国
が
保
障
す
る
べ
き
最
低
基

準
の
切
捨
て
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
を
容
認
し
、
さ
ら
に

第
４
次
「
行
革
」
と
し
て
、
公
共

料
金
の
値
上
げ
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
税
の
滞
納
者
に

対
し
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福

祉
や
教
育
な
ど
）
を
制
限
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
お
り
、
許
せ
ま
せ
ん
。

　

共
産
党
は
低
所
得
者
へ
の
家
賃

補
助
の
創
設
を
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
検
討
す
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

学
童
保
育
を
希
望
し
て
い
る
１

年
生
が
入
れ
な
い
現
状
を
解
決
す

る
た
め
、
増
設
を
図
る
べ
き
で
す
。

　

税
滞
納
者
へ
の
「
取
り
立
て
」

で
は
な
く
、
生
活
再
建
を
柱
に
し

た
相
談
に
改
め
る
べ
き
で
す
。

　

以
上
、
決
算
に
は
反
対
し
ま
す
。

歳入

市　税
9,256,947,223
33.3％

国庫支出金
4,344,142,146
15.6％

都支出金
3,504,250,923

12.6％

地方交付税
3,086,052,000
11.1％

市債
3,000,200,000
10.8％

地方消費税交付金
706,058,000
2.5％

その他
3,905,192,153
14.1％

民生費
11,446,304,034
42.4％

総務費
4,778,964,019
17.7％

教育費
2,963,319,774
11.0％

土木費
2,086,355,282
7.7％

公債費
2,068,593,352
7.6％

衛生費
1,639,043,527
6.1％

議会費
241,378,791
0.9％

その他
1,789,347,959
6.6％

歳出

歳入決算額　27,802,842,445 円 歳出決算額　27,013,306,738 円

款　別　決　算　額　比　較　表（図表）

歳　入 歳　出

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
内
訳

（単位：円）

　

ま
ち
づ
く
り
は
「
ひ
と
づ
く
り
」

と
い
う
予
算
編
成
方
針
で
、
小
中

学
校
の
耐
震
化
を
進
め
、
就
学
援

助
枠
を
拡
大
し
、
子
ど
も
の
医
療

費
軽
減
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
子

育
て
不
安
に
あ
る
家
庭
を
支
援
す

る
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
制
度
や
、
障

が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
「
と
こ
と
こ
」
が
ス
タ
ー
ト
し

就
学
前
の
相
談
・
支
援
体
制
が
整

い
、
学
校
の
特
別
支
援
教
育
と
の

連
携
も
充
実
し
評
価
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
言
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
「
市

民
協
働
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
着

手
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
職
員

の
人
材
育
成
で
は
、
や
る
気
が
問

わ
れ
る
実
施
計
画
だ
。
早
急
な
見

直
し
を
求
め
る
。
行
政
評
価
制
度

も
、
行
政
の
仕
事
ぶ
り
を
職
員
自

身
が
評
価
す
る
方
法
か
ら
、
市
民

参
加
の
評
価
委
員
会
に
よ
る
第
三

者
評
価
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
市
民
に
分
か
り
や
す
い
情
報

提
供
と
共
有
で
協
働
を
推
進
す
る

こ
と
を
期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論　
　

清
瀬
・
生
活
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク


